
神
戸
交
通
労
働
組
合
第
79
回

定
期
大
会
は
、
西
垣
支
部
長
の

司
会
進
行
で
開
会
し
、
冒
頭
、

執
行
部
を
代
表
し
、
奥
執
行
委

員
長
が
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
里
岡
資
格
審
査
委

員
長
（
高
速
乗
務
支
部
）
か

ら
、
代
議
員
の
出
席
状
況
は
、

招
請

51

人
中
、
出
席

49

人
、

委
任
2
人
、
欠
席
０
人
で
あ
る

と
報
告
が
あ
り
、
大
会
の
成
立

が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。 

 

次
に
、
議
長
団
に
藤
野
代
議

員
（
石
屋
川
支
部
）
と
田
中
代

議
員
（
高
速
技
術
支
部
）
を
選

出
し
、
来
賓
挨
拶
へ
と
移
り
ま

し
た
。
来
賓
挨
拶
で
は
、
城
南

交
通
事
業
管
理
者
（
神
戸
市
交

通
局
）
、
山
下
委
員
長
（
自
治

労
兵
庫
県
本
部
）
、
佐
田
議
長

（
都
市
公
共
交
通
評
議
会
）
、

北
川
委
員
長
（
神
戸
市
労
働
組

合
連
合
会
）
、
黒
田
議
員
（
兵

庫
県
議
会
）
、
よ
こ
は
た
和
幸

（
神
戸
市
議
会
）
、
加
地
議
員

（
神
戸
交
通
組
織
内
議
員
）
よ

り
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
平
野
大
会
書
記

（
本
局
支
部
）
か
ら
祝
電
披
露

が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
里
岡
議

事
運
営
委
員
長
（
高
速
乗
務
支

部
）
か
ら
議
事
日
程
の
発
表
が

あ
り
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。 

 

報
告
の
部
で
は
、
「
２
０
２

４
年
度
活
動
経
過
報
告
」
が
藤

野
書
記
長
か
ら
、
「
２
０
２
４

年
度
会
計
決
算
報
告
」
が
平
尾

会
計
か
ら
、
「
決
算
監
査
報

告
」
が
林
田
会
計
監
査
委
員

（
高
速
乗
務
支
部
）
か
ら
報
告

さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

次
に
、
議
案
の
部
で
は
、
第

１
号
議
案
「
２
０
２
５
年
度
運

動
方
針
（
案
）
」
が
坂
倉
副
委

員
長
か
ら
、
第
２
号
議
案
「
２

０

２

５

年

度

会

計

予

算

（
案
）
」
が
平
尾
会
計
か
ら
、

第
３
号
議
案
「
規
約
の
改
正
に

つ
い
て
」
が
坂
倉
副
委
員
長
か

ら
提
案
さ
れ
、
す
べ
て
の
議
案

に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

次
に
、
第
４
号
議
案
「
非
常

事
態
の
認
定
を
中
央
委
員
会
に

委
嘱
す
る
件
に
つ
い
て
」
、
第

５
号
議
案
「
顧
問
弁
護
士
の
委

嘱
に
関
す
る
件
に
つ
い
て
」
、

第
６
号
議
案
「
会
計
監
査
人
の

委

嘱

に

関

す

る

件

に

つ

い

て
」
、
第
７
号
議
案
「
顧
問
委

嘱
に
関
す
る
件
に
つ
い
て
」
が

そ
れ
ぞ
れ
坂
倉
副
委
員
長
か
ら

一
括
提
案
さ
れ
、
各
議
案
と
も

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 

 

そ
の
後
、
職
場
新
聞
表
彰
、

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
採
択
、
大
会

宣
言
採
択
、
組
合
功
労
者
表
彰

が
行
わ
れ
、
最
後
に
五
百
旗
頭

執
行
委
員
長
の
発
声
で
「
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
」
を
三
唱
し
、
第

79
回
定
期
大
会
は
終
了
し
ま
し

た
。 
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２
０
２
５
年
７
月
10
日
の
10
時
30
分
よ
り
、
新
長

田
に
あ
る
ふ
た
ば
学
舎
に
お
い
て
、
神
戸
交
通
労
働
組

合
第
79
回
定
期
大
会
を
開
催
し
、
報
告
並
び
に
全
議
案

を
全
会
一
致
で
確
認
・
承
認
し
ま
し
た
。 

来賓挨拶をする組織内議員の 
「かじ幸夫」神戸市会議員 
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奥
執
行
委
員
長
挨
拶 

要
旨 

 

代
議
員
の
皆
さ
ま
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
。 

 
本
年
３
月
よ
り
神
戸
交
通
労
働
組
合
の
執
行

委
員
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
奥
で
ご
ざ
い
ま

す
。
執
行
委
員
会
を
代
表
し
て
、
本
日
の
第

79
回
定
期
大
会
に
際
し
、
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

ま
ず
は
、
明
け
勤
務
や
公
休
日
、
さ
ら
に
は

ご
家
族
と
の
大
切
な
時
間
を
調
整
し
、
ご
参
加

い
た
だ
い
た
代
議
員
の
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
城
南
交
通
事
業
管

理
者
を
は
じ
め
、
自
治
労
兵
庫
県
本
部
、
都
市

交
評
、
神
戸
市
労
連
、
連
合
神
戸
地
域
協
議

会
、
交
運
労
協
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
来
賓

の
皆
さ
ま
に
ご
臨
席
賜
り
、
神
戸
交
通
労
働
組

合
を
代
表
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
２
０
２
５
年
は
私
た
ち
に
と
っ
て
節

目
の
年
で
す
。
戦
後
80
年
を
迎
え
る
と
と
も

に
、
私
た
ち
神
戸
交
通
労
働
組
合
も
、
終
戦
か

ら
わ
ず
か2

か
月
後
の
１
９
４
５
年
10
月
16

日
に
再
建
さ
れ
、
今
年
で
80
周
年
を
迎
え
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
定
期
大
会
の
回

数
と
し
て
は
79
回
目
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ

は1

１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
影

響
に
よ
り
、
大
会
を
開
催
で
き
な
か
っ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。 

 

１
９
９
５
年
の
震
災
か
ら
今
年
で
30
年
。

当
時
の
被
害
や
混
乱
は
、
今
日
の
若
い
世
代
に

は
想
像
し
が
た
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
自

身
、
当
時
は
西
神
中
央
駅
で
駅
掌
と
し
て
勤
務

し
て
お
り
ま
し
た
。
震
災
翌
日
に
は
、
市
バ
ス

27

路
線
の
復
旧
運
行
が
開
始
さ
れ
、
地
下
鉄
も

西
神
中
央
か
ら
板
宿
間
で
運
行
が
再
開
さ
れ
ま

し
た
。
市
民
の
足
と
し
て
、
命
を
守
る
た
め

に
、
被
災
直
後
か
ら
組
合
と
現
場
が
一
丸
と
な

り
動
き
出
し
ま
し
た
。 

 

組
合
員
の
中
に
は
、
自
身
や
家
族
が
被
災
し

て
い
た
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で

も
、
全
体
と
し
て
救
助
活
動
を
優
先
す
べ
く
、

組
合
執
行
部
の
要
請
に
応
じ
、
現
場
が
迅
速
に

対
応
で
き
た
こ
と
は
、
今
思
い
返
し
て
も
誇
る

べ
き
こ
と
で
す
。
あ
の
混
乱
の
中
、
早
期
の
バ

ス
・
地
下
鉄
運
行
に
よ
り
、
医
療
機
関
や
避
難

所
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
確
保
さ
れ
、
多
く
の
命
を

救
う
こ
と
に
繋
が
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
経
験
を
経
て
、
公
共
交
通
に
携

わ
る
私
た
ち
は
、
単
な
る
移
動
手
段
を
提
供
す

る
の
で
は
な
く
、
「
人
の
命
を
預
か
る
」
と
い

う
強
い
責
任
の
も
と
で
仕
事
を
し
て
い
る
の
だ

と
痛
感
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
震
災
の
年
に
は
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

も
発
生
し
、
公
共
交
通
の
安
全
に
対
す
る
脅
威

が
一
層
高
ま
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
２
０
０
５

年
に
は
福
知
山
線
の
脱
線
事
故
が
発
生
し
、
多

く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
こ
と
も
記
憶
に
新
し
い

と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ら
の
出
来
事
は
い
ず
れ
も

「
命
に
関
わ
る
」
事
象
で
あ
り
、
私
た
ち
が
常

に
「
安
全
」
を
最
優
先
に
業
務
を
遂
行
す
べ
き

こ
と
を
改
め
て
教
え
て
く
れ
ま
す
。 

 

近
年
、
地
震
や
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
が
頻

発
し
て
い
ま
す
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
確

率
が
30
年
以
内
に
80
％
と
さ
れ
る
な
か
、
神

戸
交
通
の
職
場
で
も
非
常
時
対
応
の
体
制
整
備

が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
か
な
る

事
態
に
も
市
民
の
命
を
守
る
と
い
う
使
命
を
果

た
す
た
め
、
私
た
ち
は
日
頃
か
ら
準
備
と
連
携

を
怠
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

 

そ
の
た
め
に
は
、
「
人
」
が
必
要
で
す
。
し

か
し
、
人
口
減
少
が
加
速
す
る
今
、
交
通
産
業

に
お
け
る
人
材
確
保
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
２
０
２
４
年
の
出
生
数
は
70
万
人

を
割
り
込
み
、
２
０
４
５
年
に
は
人
口
が
1

億
人
を
下
回
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
労
働

人
口
も
約
１
，
０
０
０
万
人
減
少
し
、
６
，
０

０
０
万
人
ほ
ど
に
な
る
と
の
見
通
し
も
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
中
で
、
交
通
運
輸
業
界
は
、
重
労

働
・
低
賃
金
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
人
材
確
保

が
困
難
に
な
っ
て
お
り
、
公
共
交
通
の
持
続
性

が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

し
た
が
っ
て
、
安
全
を
守
る
体
制
の
維
持
に

は
、
人
材
確
保
に
加
え
て
、
予
算
措
置
や
制
度

整
備
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
政
治
の
力
が
不
可
欠
で
す
。
こ

れ
ま
で
も
市
議
会
・
県
議
会
を
は
じ
め
と
す
る

議
員
の
皆
さ
ま
と
連
携
し
、
予
算
確
保
や
制
度

要
望
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
一

歩
進
め
て
、
国
会
に
お
い
て
も
私
た
ち
の
声
を

反
映
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

現
在
行
わ
れ
て
い
る
参
議
院
議
員
選
挙
に
お

い
て
、
私
た
ち
は
、
兵
庫
選
挙
区
で
は
「
泉
房

穂
」
氏
を
、
比
例
代
表
で
は
自
治
労
推
薦
の

「
岸
ま
き
こ
」
氏
を
推
薦
し
て
い
ま
す
。
特
に

比
例
区
に
お
い
て
は
、
フ
ル
ネ
ー
ム
で
「
岸
ま

き
こ
」
と
記
載
し
な
け
れ
ば
、
同
姓
候
補
と
の

混
同
に
よ
り
票
が
分
散
し
て
し
ま
い
ま
す
。
周

知
徹
底
と
投
票
行
動
の
促
進
に
、
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
改
め
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

本
日
の
定
期
大
会
に
お
い
て
、
今
後
の
運
動

方
針
が
し
っ
か
り
と
議
論
さ
れ
、
現
場
に
根
ざ

し
た
課
題
解
決
と
、
安
全
・
安
心
な
職
場
環
境

の
実
現
に
向
け
て
、
一
層
の
団
結
が
図
ら
れ
る

こ
と
を
心
よ
り
期
待
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
執

行
部
と
し
て
も
、
現
場
の
声
を
第
一
に
受
け
止

め
、
皆
さ
ま
と
共
に
歩
み
な
が
ら
、
運
動
の
先

頭
に
立
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

今
後
と
も
、
引
き
続
き
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
。 


